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(57)【要約】
【課題】重量やコストの増加を抑制しつつ強度を確保し
た履帯式走行装置のアイドラおよびこれを備えた履帯式
走行装置を提供する。
【解決手段】アイドラ29は、軸支持されるハブ部35と、
ハブ部35と同軸状に配置されるリム部36と、ハブ部35と
リム部36とを接続するサイドプレート37とを備える。ハ
ブ部35とリム部36との少なくともいずれか一方は、他方
に向かい立ち上がる鍔部を有する。サイドプレート37は
、鍔部に取り付けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸支持されるハブ部と、
　ハブ部と同軸状に配置されるリム部と、
　ハブ部とリム部とを接続するプレートとを備え、
　ハブ部とリム部との少なくともいずれか一方は、他方に向かい立ち上がる鍔部を有し、
　プレートは、鍔部に取り付けられている
　ことを特徴とする履帯式走行装置のアイドラ。
【請求項２】
　ハブ部は、外面からリム部に向かい立ち上がる鍔部であるハブ鍔部を有し、
　リム部は、内面からハブ部に向かい立ち上がる鍔部であるリム鍔部を有し、
　プレートは、ハブ鍔部とリム鍔部とを繋いで取り付けられている
　ことを特徴とする請求項１記載の履帯式走行装置のアイドラ。
【請求項３】
　ハブ鍔部およびリム鍔部は、ハブ部およびリム部の軸方向に互いに異なる位置にそれぞ
れ複数形成され、
　プレートは、互いに対向するハブ鍔部とリム鍔部とをそれぞれ繋いで取り付けられてい
る
　ことを特徴とする請求項２記載の履帯式走行装置のアイドラ。
【請求項４】
　プレートは、ハブ部およびリム部からのハブ鍔部およびリム鍔部の立ち上がりの応力集
中部を外れた位置でハブ鍔部とリム鍔部とを繋いで取り付けられている
　ことを特徴とする請求項２または３記載の履帯式走行装置のアイドラ。
【請求項５】
　ハブ鍔部およびリム鍔部は、ハブ部およびリム部からの立ち上がりの応力集中部を超え
て先端側が延伸され、
　プレートは、ハブ鍔部の先端側とリム鍔部の先端側とを繋いで取り付けられている
　ことを特徴とする請求項４記載の履帯式走行装置のアイドラ。
【請求項６】
　鍔部は、一体的に鍛造され、
　プレートは、鍔部に対し溶接されている
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一記載の履帯式走行装置のアイドラ。
【請求項７】
　フレームと、
　フレームの一端側に配置されるスプロケットと、
　フレームの他端側に配置される請求項１乃至６のいずれか一記載のアイドラと、
　スプロケットとアイドラとに亘り巻き掛けられた履帯と
　を具備したことを特徴とする履帯式走行装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハブ部とリム部とがプレートにより接続される履帯式走行装置のアイドラお
よびこれを備えた履帯式走行装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建設機械等の作業機械において、履帯式走行装置を備えるものがある。履帯式走
行装置は、走行フレームの走行方向一端部に駆動輪であるスプロケットが配置され、走行
フレームの走行方向他端部に従動輪であるアイドラが配置されて、これらスプロケットと
アイドラとに履帯が巻き掛けられて構成されている。
【０００３】
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　アイドラは、作業機械のサイズに応じて様々な構造のものがあるが、例えば軸支持され
るハブ部と、履帯が巻き掛けられるリム部とを同軸状に有し、ハブ部とリム部とを左右一
対のサイドプレートにより接続したものが知られている。サイドプレートは、ハブ部の外
周部とリム部の内周部とに溶接されている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１０９６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の構成の場合、サイドプレートとハブ部、リム部との溶接部分が、断面形状の変化
が大きい部分、すなわち応力が集中する部分そのものとなっている。そのため、溶接部分
に応力が集中して割れが生じないよう、強度を確保するために部材を肉厚にする等の対応
が必要になることから、重量やコストの増加に繋がる。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、重量やコストの増加を抑制しつつ強度
を確保した履帯式走行装置のアイドラおよびこれを備えた履帯式走行装置を提供すること
を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、軸支持されるハブ部と、ハブ部と同軸状に配置されるリム部と
、ハブ部とリム部とを接続するプレートとを備え、ハブ部とリム部との少なくともいずれ
か一方は、他方に向かい立ち上がる鍔部を有し、プレートは、鍔部に取り付けられている
履帯式走行装置のアイドラである。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載のハブ部が、外面からリム部に向かい立ち上がる
鍔部であるハブ鍔部を有し、リム部が、内面からハブ部に向かい立ち上がる鍔部であるリ
ム鍔部を有し、プレートが、ハブ鍔部とリム鍔部とを繋いで取り付けられているものであ
る。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の履帯式走行装置のアイドラにおけるハブ鍔部お
よびリム鍔部が、ハブ部およびリム部の軸方向に互いに異なる位置にそれぞれ複数形成さ
れ、プレートが、互いに対向するハブ鍔部とリム鍔部とをそれぞれ繋いで取り付けられて
いるものである。
【００１０】
　請求項４記載の発明は、請求項２または３記載の履帯式走行装置のアイドラにおけるプ
レートが、ハブ部およびリム部からのハブ鍔部およびリム鍔部の立ち上がりの応力集中部
を外れた位置でハブ鍔部とリム鍔部とを繋いで取り付けられているものである。
【００１１】
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の履帯式走行装置のアイドラにおけるハブ鍔部お
よびリム鍔部が、ハブ部およびリム部からの立ち上がりの応力集中部を超えて先端側が延
伸され、プレートが、ハブ鍔部の先端側とリム鍔部の先端側とを繋いで取り付けられてい
るものである。
【００１２】
　請求項６記載の発明は、請求項１乃至５いずれか一記載の履帯式走行装置のアイドラに
おける鍔部が、一体的に鍛造され、プレートが、鍔部に対し溶接されているものである。
【００１３】
　請求項７記載の発明は、フレームと、フレームの一端側に配置されるスプロケットと、
フレームの他端側に配置される請求項１乃至６のいずれか一記載のアイドラと、スプロケ
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ットとアイドラとに亘り巻き掛けられた履帯とを具備した履帯式走行装置である。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１記載の発明によれば、ハブ部とリム部との少なくともいずれか一方から他方に
向かい立ち上がる鍔部にプレートを取り付けることで、プレートの接続部分を、ハブ部と
リム部との少なくともいずれか一方からの断面形状の変化が大きい鍔部の基端部分から離
れた位置とすることができるため、プレート等の厚みを増加させずに済み、重量やコスト
の増加を抑制しつつ強度を確保できる。
【００１５】
　請求項２記載の発明によれば、ハブ部の外面からリム部に向かい立ち上がるハブ鍔部と
、リム部の内面からハブ部に向かい立ち上がるリム鍔部とをプレートにより繋ぐことで、
ハブ部およびリム部とプレートとの接続部分のそれぞれを、ハブ部およびリム部からの断
面形状の変化が大きいハブ鍔部およびリム鍔部の基端部分から離れた位置とすることがで
きるため、重量やコストの増加を抑制しつつ強度を確保できる。
【００１６】
　請求項３記載の発明によれば、ハブ鍔部およびリム鍔部をハブ部およびリム部の軸方向
に互いに異なる位置にそれぞれ複数形成し、互いに対向するハブ鍔部とリム鍔部とをそれ
ぞれプレートにより繋ぐことで、強度をより向上できる。
【００１７】
　請求項４記載の発明によれば、ハブ部およびリム部からのハブ鍔部およびリム鍔部の立
ち上がりの応力集中部を外れた位置でプレートがハブ鍔部とリム鍔部とを繋ぐため、プレ
ート等の厚みを増加させることなく強度を確保できるので、重量やコストの増加を確実に
抑制できる。
【００１８】
　請求項５記載の発明によれば、ハブ鍔部およびリム鍔部のハブ部およびリム部からの立
ち上がりの応力集中部を超えて延伸される先端側同士をプレートにより繋ぐため、プレー
トとハブ鍔部およびリム鍔部との接続部分に応力が作用しにくい構造を容易に得ることが
できる。
【００１９】
　請求項６記載の発明によれば、鍔部を一体的に鍛造し、プレートを鍔部に溶接して取り
付けることで、強度を確保できる。
【００２０】
　請求項７記載の発明によれば、請求項１乃至６のいずれか一記載のアイドラを備えるこ
とで、軽量で低コストの履帯式走行装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る履帯式走行装置のアイドラの一実施の形態を示す縦断面図である。
【図２】同上アイドラを示す斜視断面図である。
【図３】同上アイドラを有する履帯式走行装置を備える作業機械を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明を、図１乃至図４に示された一実施の形態に基いて詳細に説明する。
【００２３】
　図３に示されるように、作業機械11は、車両本体としての上部旋回体12が履帯式走行装
置13上に旋回可能に設けられ、上部旋回体12の旋回フレーム14上に、掘削作業等をする作
業装置15、運転室を形成するキャブ16、エンジン等の動力部17およびカウンタウエイト18
が搭載されている。作業機械11は、本実施の形態において、例えば油圧ショベル型の建設
機械を示すが、建設機械に限られず、農作業機等でもよい。
【００２４】
　走行フレーム装置19は、走行用のフレーム部材として、中央に位置する本体フレーム22
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と、この本体フレーム22の走行方向に沿って長尺に形成されるとともに走行方向に対し左
右一側部および他側部に一体化されたフレームである一対の走行フレーム23（一方のみ図
示）とを備えている。
【００２５】
　本体フレーム22には、上部旋回体12を旋回自在に支持する軸受部24が設けられている。
また、走行フレーム23には、その下側に複数の下部ローラであるトラックローラ26が配列
されて回転自在に軸支され、上側に複数の上部ローラであるキャリアローラ27が回転自在
に軸支され、前後方向一端部に駆動輪であるスプロケット28が装着され、前後方向他端部
に従動輪であるアイドラ29が回転自在に軸支されている。そして、これらのトラックロー
ラ26、キャリアローラ27、スプロケット28、アイドラ29に履帯30が巻き掛けられ、下部走
行体である履帯式走行装置13が構成されている。
【００２６】
　スプロケット28は、走行用油圧モータ（図示せず）により駆動される。また、アイドラ
29は、履帯張力調整装置（図示せず）によりアイドラサポート33を介してスプロケット28
から離れる方向に付勢され、この付勢により履帯30の張力が調整される。
【００２７】
　そして、図１および図２に示されるように、アイドラ29は、軸支持されるハブ部35と、
履帯30と接触するリム部36と、これらハブ部35とリム部36とを接続する複数のプレートで
あるサイドプレート37とを備えている。
【００２８】
　ハブ部35は、アイドラ29の中央部に位置する。ハブ部35は、左右方向に沿って軸方向を
有して形成されている。ハブ部35には、軸穴である軸挿入部39が中央部に形成され、軸挿
入部39に軸40が挿入されている。軸40は、両端部がハブ部35から左右に突出し、ハブ部35
の左右に位置するアイドラサポート33に対してピン41により一体的に固定されている。し
たがって、ハブ部35が走行フレーム23に対して軸支持される。アイドラサポート33に対向
するハブ部35の両端部は、アイドラサポート33に形成された凹部43に嵌合されている。ま
た、ハブ部35の両端部とアイドラサポート33との間には、軸挿入部39と軸40との間にある
潤滑剤を封止するフローティングシール44が挟み込まれて配置されている。
【００２９】
　また、ハブ部35の外面すなわち外周面には、鍔部である複数のハブ鍔部46が形成されて
いる。ハブ鍔部46は、ハブ部35の軸方向である左右に互いに所定距離を隔てて配置されて
いる。本実施の形態において、ハブ鍔部46は、ハブ部35の外周面の左右に一つずつ配置さ
れている。つまり、ハブ鍔部46は、ハブ部35の軸方向の中央部を挟んで左側に一つ、右側
に一つ配置されている。ハブ鍔部46は、ハブ部35の外周面全周に円環状に連なって形成さ
れている。本実施の形態において、ハブ鍔部46は、ハブ部35に対し一体的に鍛造されてい
る。また、ハブ鍔部46は、リム部36に向かい、ハブ部35の軸方向に対して垂直または略垂
直な方向に沿って立ち上がっている。ハブ鍔部46のハブ部35から立ち上がる部分、すなわ
ちハブ鍔部46の一方および他方の基端部分46a，46bは、ハブ部35の外周面に対して曲面的
になだらかに連なっている。すなわち、ハブ鍔部46は、基端部分46a，46bにおいて、ハブ
部35からの断面形状がなだらかに徐変する形状となっている。特に、本実施の形態におい
て、各ハブ鍔部46のハブ部35の軸方向の中央部側にある基端部分46b、すなわち左側のハ
ブ鍔部46の右側の基端部分46b、および、右側のハブ鍔部46の左側の基端部分46bは、それ
ぞれ円弧状に湾曲するようにハブ鍔部46の厚み方向に抉れて形成されている。このため、
ハブ鍔部46は、アイドラ29の外側に臨む基端部分46aの形状に対して、アイドラ29（ハブ
部35）の軸方向の中央部側の基端部分46bの形状の方が、ハブ部35からの断面形状の変化
がよりなだらかになるように形成されている。また、ハブ鍔部46は、基端部分46a，46bに
対し、先端部分46cが十分に離れるようにハブ部35から突出している。すなわち、ハブ鍔
部46は、ハブ部35からの立ち上がりの応力集中部である基端部分46a，46bを超えて先端部
分46cが延伸している。より詳細に、ハブ鍔部46は、基端部分46a，46bの湾曲端部を超え
て先端部分46cが延伸している。このため、ハブ鍔部46の先端部分46cは、応力集中の影響
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を受けない距離に位置している。
【００３０】
　さらに、本実施の形態において、ハブ部35は、複数のハブ部材48に分割され、これらハ
ブ部材48が互いに溶接されることで一体的な筒状（円筒状）に形成されている。ハブ部材
48は、例えばハブ部35を軸方向に二分割するように形成されている。つまり、ハブ部材48
は、筒状に形成され、端部同士が左右に突合わせられて配置されている。例えば、ハブ部
材48の互いに対向する端部には、軸挿入部39に連なって、切欠部49が形成されている。切
欠部49は、ハブ部材48を軸方向に対して交差する方向に抉って形成されている。このため
、ハブ部材48は、軸挿入部39とは反対側であるハブ部35の外周面側の位置が、互いに突合
わせられる突合せ部50となっている。ハブ部材48は、それぞれの先端部分50aが溶接によ
り接続された溶接部Ｗ1を構成することで一体的にハブ部35を形成する。先端部分50a同士
は、本実施の形態では例えばＶ形の開先溶接により接続されている。また、本実施の形態
において、各ハブ部材48に一つずつハブ鍔部46が形成されている。すなわち、各ハブ部材
48は、ハブ鍔部46を一体的に形成された鍛造品である。
【００３１】
　リム部36は、アイドラ29の外縁部に位置する。リム部36は、ハブ部35に対して同軸状に
配置される円環状に形成されている。すなわち、リム部36は、左右方向に沿って軸方向を
有して形成されている。リム部36は、ハブ部35の外周を囲んで配置される。リム部36は、
履帯30（図３）の左右の位置を規制する突出部53を軸方向の中央部に備えている。突出部
53は、リム部36の外面すなわち外周面からリム部36の軸方向に対して垂直または略垂直な
方向に突出している。突出部53は、リム部36の軸方向に所定幅を有している。また、突出
部53の背面側、すなわち中心軸側（ハブ部35側）は、リム部36のその他の部分との厚み差
を抑制するように、窪み部54となっている。
【００３２】
　また、リム部36の内面すなわち内周面には、鍔部である複数のリム鍔部56が形成されて
いる。リム鍔部56は、ハブ部35のハブ鍔部46に応じた複数、すなわちハブ鍔部46と同数の
複数形成されている。リム鍔部56は、リム部36の軸方向である左右方向に互いに所定距離
を隔てて配置されている。本実施の形態において、リム鍔部56は、リム部36の内周面の左
右に一つずつ配置されている。つまり、リム鍔部56は、リム部36の軸方向の中央部を挟ん
で左側に一つ、右側に一つ配置されている。また、本実施の形態において、リム鍔部56は
、突出部53および凹部54を左右に挟む位置に配置されている。リム鍔部56は、リム部36の
内周面全周に円環状に連なって形成されている。本実施の形態において、リム鍔部56は、
リム部36に対し一体的に鍛造されている。また、リム鍔部56は、ハブ部35に向かい、リム
部36の軸方向に対して垂直または略垂直な方向に沿って立ち上がっている。リム鍔部56の
リム部36から立ち上がる部分、すなわちリム鍔部56の一方および他方の基端部分56a，56b
は、リム部36の内周面に対して曲面的になだらかに連なっている。すなわち、リム鍔部56
は、基端部分56a，56bにおいて、リム部36からの断面形状がなだらかに除変する形状とな
っている。本実施の形態において、リム鍔部56は、アイドラ29（リム部36）の軸方向の中
央部側の基端部分56bの形状に対して、アイドラ29の外側に臨む基端部分56aの形状の方が
、リム部36からの断面形状の変化がよりなだらかになるように形成されている。また、リ
ム鍔部56は、基端部分56a，56bに対し、先端部分56cが十分に離れるようにリム部36から
突出している。すなわち、リム鍔部56は、リム部36からの立ち上がりの応力集中部である
基端部分56a，56bを超えて先端部分が延伸している。より詳細に、リム鍔部56は、基端部
分56a，56bの湾曲端部を超えて先端部分56cが延伸している。このため、リム鍔部56の先
端部分56cは、応力集中の影響を受けない距離に位置している。また、リム鍔部56は、ハ
ブ鍔部46と略等しい幅に形成されている。さらに、リム鍔部56の先端部分56cは、ハブ鍔
部46の先端部分46cと対向（正対）して位置している。
【００３３】
　サイドプレート37は、ハブ部35とリム部36とを、互いに対向するハブ鍔部46とリム鍔部
56との位置で接続する。サイドプレート37は、互いに対向するハブ鍔部46とリム鍔部56と
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の間を連なって覆う円盤状（円環状）に形成されている。サイドプレート37は、内周側が
ハブ鍔部46の先端部分46cに溶接によって溶接部Ｗ2を構成して接続され、外周側がリム鍔
部56の先端部分56cに溶接によって溶接部Ｗ3を構成して接続されている。すなわち、サイ
ドプレート37は、ハブ部35およびリム部36に対し、ハブ部35からのハブ鍔部46の立ち上が
り、および、リム部36からのリム鍔部56の立ち上がりの応力集中部を外れた位置でハブ鍔
部46とリム鍔部56とをそれぞれ繋いで取り付けられている。本実施の形態において、ハブ
鍔部46の先端部分46c、および、リム鍔部56の先端部分56cには、それぞれハブ部35および
リム部36の軸方向に沿う方向の曲率が０または略０となる面部46dおよび面部56dが形成さ
れ、これら面部46dおよび面部56dがサイドプレート37と接続されている。面部46dおよび
面部56dは、本実施の形態において、先端部分46cおよび先端部分56cにおいてアイドラ29
の外側に臨む位置に形成されている。そのため、先端部分46cおよび先端部分56cには、サ
イドプレート37の側面を位置決めする突起部46eおよび突起部56eがハブ部35およびリム部
36の軸方向の中央部側に形成されている。サイドプレート37は、ハブ鍔部46の先端部分46
c（面部46d）とリム鍔部56の先端部分56c（面部56d）とに対し、本実施の形態では例えば
レ形の開先溶接により接続されている。サイドプレート37は、ハブ鍔部46およびリム鍔部
56と略等しい厚みに形成されている。そのため、ハブ鍔部46およびリム鍔部56とサイドプ
レート37との間で急激な断面変化がない状態でハブ部35とリム部36とがサイドプレート37
を介して接続され、中空車輪状のアイドラ29が構成されている。
【００３４】
　そして、アイドラ29は、ハブ部35とリム部36との少なくともいずれか一方から他方に向
かい立ち上がる鍔部に対しサイドプレート37を取り付ける。本実施の形態では、ハブ部35
の外周面からリム部36に向かい立ち上がるハブ鍔部46と、リム部36の内周面からハブ部35
に向かい立ち上がるリム鍔部56とを、サイドプレート37により繋ぐ。このため、ハブ部35
およびリム部36とサイドプレート37との接続部分である溶接部Ｗ2，Ｗ3を、ハブ部35およ
びリム部36からの断面形状の変化が大きいハブ鍔部46およびリム鍔部56の基端部分46a，4
6bおよび基端部分56a，56bから離れた位置とすることができるので、応力が集中する基端
部分46a，46bおよび基端部分56a，56bをハブ部35およびリム部36とサイドプレート37との
溶接部Ｗ2，Ｗ3と一致させない構造とすることができる。これにより、応力に対してサイ
ドプレート37やハブ鍔部46、リム鍔部56等の厚みを増加させて強度を向上させる必要がな
く、重量やコストの増加を抑制しつつアイドラ29の強度を確保できる。
【００３５】
　ハブ鍔部46およびリム鍔部56をハブ部35およびリム部36の軸方向に互いに異なる位置に
それぞれ複数形成し、互いに対向するハブ鍔部46とリム鍔部56とをそれぞれサイドプレー
ト37により繋ぐことで、アイドラ29の強度をより向上できる。
【００３６】
　ハブ部35およびリム部36からのハブ鍔部46およびリム鍔部56の立ち上がりの応力集中部
である基端部分46a，46bおよび基端部分56a，56bを外れた位置でサイドプレート37がハブ
鍔部46とリム鍔部56とを繋ぐため、サイドプレート37やハブ鍔部46、リム鍔部56等の厚み
を増加させることなく強度を確保できるので、アイドラ29の重量やコストの増加を確実に
抑制できる。
【００３７】
　ハブ鍔部46およびリム鍔部56のハブ部35およびリム部36からの立ち上がりの応力集中部
である基端部分46a，46bおよび基端部分56a，56bを超えて延伸される先端部分46c，56c同
士をサイドプレート37により繋ぐため、サイドプレート37とハブ鍔部46およびリム鍔部56
との溶接部Ｗ2，Ｗ3に応力が作用しにくいアイドラ29の構造を容易に得ることができる。
【００３８】
　また、応力集中部である基端部分46a，46bおよび基端部分56a，56bは、曲面的になだら
かに形成することで応力集中を抑制できる。
【００３９】
　さらに、ハブ鍔部46の先端部分46cおよびリム鍔部56の先端部分56cにそれぞれ面部46d
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で、溶接が容易であるとともに、溶接部Ｗ2，Ｗ3に対し、応力をより集中させにくくする
ことができる。
【００４０】
　ハブ部35およびリム部36に対しハブ鍔部46およびリム鍔部56を一体的に鍛造し、これら
ハブ鍔部46とリム鍔部56とに対しサイドプレート37を溶接して取り付けることで、アイド
ラ29の強度を確保できる。
【００４１】
　そして、上記のアイドラ29を備えることで、軽量で低コストの履帯式走行装置13を提供
できる。
【００４２】
　なお、一実施の形態において、ハブ部35は、二つのハブ部材48からなるものに限られず
、三つ以上のハブ部材48からなるものとしてもよいし、複数に分割されておらず、全体が
一体に形成されているものでもよい。
【００４３】
　また、ハブ鍔部46およびリム鍔部56は、それぞれ三つ以上形成されていてもよいし、一
つのみであってもよい。
【００４４】
　さらに、鍔部は、ハブ部35とリム部36との少なくともいずれか一方のみに設ける構成と
してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明は、例えば建設機械や農作業機等の作業機械に用いられる履帯式走行装置のアイ
ドラや、履帯式走行装置を搭載した作業機械を製造、販売等する事業者にとって、産業上
の利用可能性がある。
【符号の説明】
【００４６】
　13　　履帯式走行装置
　23　　フレームである走行フレーム
　28　　スプロケット
　29　　アイドラ
　30　　履帯
　35　　ハブ部
　36　　リム部
　37　　プレートであるサイドプレート
　46　　鍔部であるハブ鍔部
　46a，46b　　応力集中部である基端部分
　56　　鍔部であるリム鍔部
　56a，56b　　応力集中部である基端部分
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